
情
報
通
信

情
報
通
信

スマートライフ研究室

自然科学系 教授

山﨑  達也  YAMAZAKI Tatsuya http://www.eng.
niigata-u.ac.jp/
~yamazaki/

ユーザ中心設計に基づくスマートライフ研究
●キーワード● ビッグデータ、機械学習、サービス品質、デザイン、ニーズ指向

　 情 報 通 信 技 術（ I C T :  I n f o r m a t i o n  a n d  
Communications Technology）は、今や生活インフラ
を支える基盤技術として、社会に浸透してきています。
当研究室では、ICTをあらゆる産業の基盤として利活用
すること、そして、人と調和するICTのあり方をユーザ
中心の視点に立って研究すること、を研究室の柱として
据えて、基礎から応用まで幅広く研究開発しています。
　当研究室の研究スタイルは右図のようにまとめられ
ます。我々が生活する現実社会からセンサなどを用いて
様々なデータや情報を収集します。これらはビッグデー
タやオープンデータとして、クラウドシステムなどで行
われる情報分析や知識処理により、新たなサービス創出
や知識の抽出に用いられます。そして最終的に、これら
のサービスや知識が我々の生活へフィードバックされ
ます。このようなサイクル自体を、ユーザのニーズを把
握した上でデザインすることがスマートライフの実現
であると考えております。
　下の図は具体例の一つですが、スマホをセンサとし
て、ユーザが感じる利用サービスのレベルを、ユーザ体
感品質（QoE: Quality of Experience）として評価して
もらった結果を、埼玉県と新潟県の比較で可視化したも
のです。

Yuki Shitarai, Tatsuya Yamazaki, Takumi Miyoshi and Kyoko Yamori, "Congestion Field Detection 
for Service Quality Improvement Using Kernel Density Estimation," the 18th Asia-Pacific Network 
Operations and Management Symposium (APNOMS 2016)，Oct. 2016.

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　ICTのシステム化を考えているので、応用に　近い
レベルでの研究ができます。
　ユーザをシステムの一部として考えるため、　新
世代のデザインに沿った研究になります。

　現在よりも一歩先行くサービス開発を考えておら
れる企業などとコラボレーションできればいいと考
えています。

関連する知的財産
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スマートライフを目指す研究サイクル

埼玉県と新潟県におけるQoE評価結果の可視化

専門分野 情報通信工学、データ分析、センサ技術、画像処理、ユーザインタラクションネットワーク工学研究室
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「ネットワーク」的な性質をもつ
システムに関する研究

●キーワード● 移動体ネットワーク、DTN、情報フローティング，通信トラヒック理論、ネットワーク理論

　世の中には様々なネットワークがあり、それらは目に
見えるものであったり、見えないものであったりしま
す。このような「ネットワーク」的な性質をもつシステム
に興味をもち、その制御、設計、最適化の研究を行ってい
ます。最近は、基地局等のインフラを必要としない移動
体ネットワークの研究を中心に行っています。特に、遅
延耐性ネットワーク（DTN）におけるエピデミック通
信、情報フローティングの研究を行っています。また、こ
れらを応用した新しい交通ネットワーク技術の研究を
行っています。
　移動体ネットワークの制御、設計、最適化には移動体
の移動の影響を考慮することが欠かせません。最近のエ
ピデミック通信や情報フローティングの研究では、単な
る移動の影響だけでなく、情報伝達による移動体の行動
変化が情報伝達性能に影響を及ぼすという連鎖を新た
に考慮し、新しい観点で研究を行いました。また、元々情
報配信手法であった情報フローティングが仮想的な情
報蓄積能力をもつことを明らかにしました。これによ
り、固定的なデータ蓄積装置を用いずに、仮想的な空間
データ蓄積システムを構築できることを示し、その災害
時応用を提案しました。このように今までとは違う観点
からネットワークを考えることで、新しい知見を得るこ
とを目指しています。

中野敬介, “エピデミック通信，情報フローティングと安全・安心,”  電子情報通信学会 基礎・境界ソサイエティ 
Fundamentals Review 10(4) pp. 282-292 2017年

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　主に基礎的な研究を行っていますが、応用を考慮
した上で研究を行っており、企業（情報通信、自動車）
との共同研究の経験もあります。

・「ネットワーク」的な性質をもつシステムを開発・
研究している方々及びこのようなシステムに興味が
ある方々。
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専門分野 ネットワーク工学、移動体ネットワーク
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